
 

 

 

 

 

卒業年次生卒業年次生卒業年次生卒業年次生にとってにとってにとってにとって進路達成進路達成進路達成進路達成のためにのためにのためにのために大切大切大切大切なななな 10101010 月月月月    

〈〈〈〈就職就職就職就職〉〉〉〉    

 現時点での卒業予定者の希望状況と合格状況を下記に載せました。 

今年は就職内定数が「11名」と例年以上に好調です。 

今年の就職の傾向として、アベノミクスの余波が山形県にもよう 

やく届いたのか、景気回復の見込みから多くの企業が求人を早期に 

出してくれています。職種についても、本校生徒の多くが希望する 

製造業が昨年度は求人が少なかったのですが、今年は例年並みに増加しており、全体的にも求人倍率１．７３と、

ここ１０年の中で最も皆さんに有利な状況になっています。 

本校生徒も、意欲的に取り組んだ結果が内定に結びついたのだと思います。残念ながら内定に至らなかった人

も、今年は次の応募に向かおうとする姿勢が意欲的です。これは大変素晴らしいことです。就職は「恋愛」にも

たとえられることが多く、「両思い＝相思相愛」で内定が出ると思ってください。１回目の試験で不合格だったと

してもそれは皆さんを否定するものではありません。相性が悪かっただけです。就職は「人物」を見るので、粘

り強く誠意をもって臨めば内定の道は開かれます。そのためにはまず行動することです。そのためにはまず行動することです。そのためにはまず行動することです。そのためにはまず行動することです。 

〈〈〈〈進学進学進学進学〉〉〉〉 

 多くの専門学校や私立大学（短大）の推薦入試が始まる季節になりました。各自出願に必要な書類などを準備

し、担当の先生に指導をしていただきましょう。先生方は忙しいので、言われるまで待っていてはいけません、

自ら考え行動することです。推薦では、志望理由や面接・作文などに重きを置かれます。自分ではいいと思って

も社会的な視点で見ると未熟なもので、どの学校の生徒も多くの時間をかけて指導してもらっています。社会的

に認めてもらえるものに訓練することは大切です。そして、何よりも調査書などの発行はすぐにはできませんの

で、余裕を持って請求するようにしましょう。 

                       センター試験や私大の一般受験を考えている人は、ここから

どう学習するかで学力がついてきます。他の受験生も必死で学習

し判定を大きく上げる努力をします。進研模試で判定をみて一喜

一憂しても意味はありません。何が弱点か？どうしたらそれを克

服できるかという手立てを考え、一つひとつつぶしていくことで

す。そして、あきらめずに学習に臨むには体調管理は何より大切

です。 

 

■ 平成27年３月卒業予定者の進路希望・合格状況           10 月10 日現在 

 Ⅰ 部 Ⅱ  部 Ⅲ 部   合計 合格・内定 

4年制大学 ６ ５ ０ １１＜１３＞ ０（１） 

短期大学 ０ ２ １ ３＜ ３＞ ０（０） 

専門学校 １１ １０ ４ ２５＜１６＞ １（２） 

就  職   ９ １４ １０ ３３＜３５＞ １０（４） 

そ の 他 １ ３ ３ ７＜ ５＞ ―（－） 

合 計 ２７ ３４ １８ ７９＜７２＞ １１（７） 

※ （ ）内は昨年度10月10日現在実績。＜ ＞は昨年度希望者数。 

※ 大学入試センター試験出願予定者６名(昨年11名) 
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「第２回進路希望調査」の結果がまとまりました。 

― 進学希望者 51.3％＜４月50.2％＞・就職希望者48.7％＜4 月49.8％＞ ― 

 第２回「進路希望調査」結果がまとまりました。 

 

★ 進学希望者数（カッコ内は４月の調査）  

 

 

    Ⅰ   部     Ⅱ    部     Ⅲ    部  

計 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 

大  学 

 

１０ 

 (8) 

６ 

(5) 

８ 

(7) 

０ 

(2) 

５ 

(5) 

２ 

(3) 

５ 

(6) 

０ 

(2) 

０ 

(0) 

０ 

(0) 

１ 

(1) 

０ 

(0) 

３７ 

(39) 

短 大 

 

０ 

(1) 

０ 

(1) 

０ 

(0) 

０ 

(0) 

０ 

(1) 

０ 

(1) 

０ 

(0) 

２ 

(2) 

０ 

(0) 

２ 

(1) 

１ 

(1) 

１ 

(1) 

６ 

(9) 

専  門 

 

６ 

(7) 

４ 

(6) 

１５ 

(14) 

２ 

(2) 

１１ 

(15) 

１１ 

(10) 

９ 

(10) 

４ 

(3) 

６ 

(4) 

３ 

(3) 

３ 

(3) 

２ 

(4) 

７６ 

(81) 

合  計 

 

１６ 

(16) 

１０ 

(12) 

２３ 

(21) 

２ 

(4) 

１６ 

(21) 

１３ 

(14) 

１４ 

(16) 

６ 

(7) 

６ 

(4) 

５ 

(4) 

５ 

(5) 

３ 

(5) 

１１９ 

(129) 

★ 就職希望者数（カッコ内は４月の調査） 

 

 

    Ⅰ   部     Ⅱ    部     Ⅲ    部  

計 １年 ２年 ３年 4年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 

民 間 

 

１０ 

(17) 

１１ 

(11) 

１２ 

(12) 

３ 

(2) 

１７ 

(20) 

１２ 

(12) 

１２ 

(10) 

９ 

(8) 

５ 

(7) 

２ 

(5) 

７ 

(7) 

９ 

(7) 

１０９ 

(118) 

公 務 

 

１ 

(4) 

２ 

(1) 

０ 

(1) 

０ 

(0) 

０ 

(2) 

０ 

(0) 

０ 

(1) 

０ 

(0) 

０ 

(0) 

１ 

(1) 

０ 

(0) 

０ 

(0) 

４ 

(10) 

合 計 

 

１１ 

(21) 

１３ 

(12) 

１２ 

(13) 

３ 

(2) 

１７ 

(22) 

１２ 

(12) 

１２ 

(11) 

９ 

(8) 

５ 

(7) 

３ 

(6) 

７ 

(7) 

９ 

(7) 

１１３ 

(128) 

※未提出 4月：9名 9月：31名 

 

〈〈〈〈1111・・・・2222 年次年次年次年次のみなさんのみなさんのみなさんのみなさん〉〉〉〉    

  今回の調査をみて、１・２年次の〈就職〉希望が大幅に減少しているのが分かります。前のページにも書い

ているとおり、今年度はここ１０年で最も求人数が多い年ですが、これが皆さんの卒業時まで続くかは分かり

ません。何となく〈就職〉と思っていた人が、進路ガイダンスなどで真剣に進路を考え始めたのだとしたらと

てもよいことです。しかし「どっちでもいい」とか「まだ先だから」といい加減に思っているとすると危ない

と思います。1・２年のうちから自らの進路に取り組んでいくことはとても大切です。 

  今年の２年次からはジュニアインターンシップ（就業体験）に１２名が参加しています。アルバイトとは違

う就業体験はとても貴重な体験です。こうして外に出て「霞城学園高等学校の生徒が立派だった」と企業側に

知っていただくことは本当に大切です。来年は1年生諸君の番になります、続いてください。 

世の中にはどんな仕事があるのか、どんな企業があるのか、自分はどういう仕事に興味関心があるのか、今

のうちからアンテナをはっておくことです。 

 

 〈進学〉は1 年次に大学を目指していたが断念するというパターンが毎年多いようです。今年は 4 月と 9 月に

変化はないのでこのまま目標に向かって努力してほしいと思います。大学もなんとなくで入れるほど学力的に

簡単ではないし、相当な学費もかかりますし、県外に出るとなれば生活費もかかります。保護者と経済的なこ

とも話し合い、それに応えるだけの学力向上をしなくてはなりません。 

 

※※※※就職就職就職就職・・・・進学進学進学進学ともにともにともにともに、、、、何何何何となくのとなくのとなくのとなくの欠席欠席欠席欠席・・・・欠課欠課欠課欠課をしないことをしないことをしないことをしないこと。。。。あとからあとからあとからあとから失敗失敗失敗失敗したとしたとしたとしたと思思思思ってもってもってもっても遅遅遅遅いのですいのですいのですいのです。。。。    

     


